
　
　
　

建
設
行
為
に
関
す
る
施
行
基
準
要
綱 

　
　
　

（
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日　

箕
面
市
訓
令
第
二
十
八
号
） 

　
　

改
正　

平
成
二
十
二
年
十
月
一
日　

箕
面
市
訓
令
第
七
十
八
号 

　
　

改
正　

平
成
二
十
二
年
十
二
月
二
十
七
日　

箕
面
市
訓
令
第
八
十
三
号 

　
　

改
正　

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日　

箕
面
市
訓
令
第
二
十
三
号 

改
正　

令
和
八
年
三
月
九
日　

箕
面
市
訓
令
第
二
十
号 

改
正　

令
和
八
年
九
月
十
一
日　

箕
面
市
訓
令
第
百
四
十
七
号 

目
次 第

一
章　

総
則
（
第
一
条
―
第
三
条
） 

　

第
二
章　

道
路
等
（
第
四
条
―
第
十
五
条
） 

　

第
三
章　

公
園
（
第
十
六
条
・
第
十
七
条
） 

　

第
四
章　

下
水
道 

　
　

第
一
節　

総
則
（
第
十
八
条
・
第
十
九
条
） 

　
　

第
二
節　

下
水
設
備
（
第
二
十
条
―
第
二
十
八
条
） 

　
　

第
三
節　

排
水
設
備
（
第
二
十
九
条
―
第
三
十
二
条
） 

　

第
五
章　

河
川
等
（
第
三
十
三
条
―
第
三
十
八
条
） 

　

第
六
章　

消
防
水
利
施
設
等
（
第
三
十
九
条
―
第
四
十
七
条
の
二
）　

 

　

第
七
章　

集
会
所
（
第
四
十
八
条
―
第
五
十
二
条
） 

　

第
八
章　

交
通
安
全
施
設
（
第
五
十
三
条
―
第
五
十
七
条
） 

　

第
九
章　

ご
み
集
積
設
備
（
第
五
十
八
条
―
第
六
十
三
条
） 

　

第
十
章　

緑
化
（
第
六
十
四
条
） 

　

第
十
一
章　

福
祉
の
ま
ち
整
備
（
第
六
十
五
条
） 

　

第
十
二
章　

雑
則
（
第
六
十
六
条
―
第
六
十
九
条
） 

　

附
則 

第
一
章　

総
則 



（
趣
旨
） 

第
一
条　

こ
の
要
綱
は
、
建
設
行
為
の
基
準
に
関
し
、
箕
面
市
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例

（
平
成
九
年
箕
面
市
条
例
第
二
十
二
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
及
び
箕
面
市
ま

ち
づ
く
り
推
進
条
例
施
行
規
則
（
平
成
九
年
箕
面
市
規
則
第
十
九
号
。
以
下
「
規
則
」

と
い
う
。
）
に
定
め
が
あ
る
も
の
の
ほ
か
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

（
定
義
） 

第
二
条　

こ
の
要
綱
で
使
用
す
る
用
語
の
意
義
は
、
条
例
及
び
規
則
の
例
に
よ
る
も
の

と
す
る
。 

（
計
画
の
基
本
的
事
項
） 

第
三
条　

施
行
者
は
、
建
設
行
為
を
計
画
し
、
又
は
設
計
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
事
前

に
当
該
建
設
行
為
の
区
域
及
び
そ
の
周
辺
に
つ
い
て
調
査
等
を
行
い
、
そ
の
状
況
を

把
握
す
る
も
の
と
す
る
。 

第
二
章　

道
路
等 

（
配
置
） 

第
四
条　

道
路
の
配
置
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

一　

道
路
は
、
建
設
行
為
の
区
域
外
の
道
路
と
一
体
に
な
っ
て
機
能
を
発
揮
す
る
よ

う
配
置
す
る
こ
と
。 

二　

道
路
は
、
都
市
計
画
道
路
等
の
整
備
計
画
に
合
致
し
た
配
置
と
す
る
こ
と
。 

三　

住
宅
地
内
の
道
路
は
、
通
行
の
安
全
上
及
び
環
境
の
保
全
上
支
障
が
な
い
よ
う

考
慮
し
、
配
置
す
る
こ
と
。 

四　

道
路
有
効
幅
員
十
メ
ー
ト
ル
以
上
の
道
路
は
、
二
百
五
十
メ
ー
ト
ル
か
ら
三
百

メ
ー
ト
ル
間
隔
を
標
準
と
し
て
配
置
す
る
こ
と
。 

五　

街
区
の
大
き
さ
は
、
予
定
建
設
物
等
を
考
慮
し
て
定
め
る
も
の
と
し
、
住
宅
地

に
お
け
る
街
区
の
長
辺
は
、
八
十
メ
ー
ト
ル
か
ら
百
二
十
メ
ー
ト
ル
ま
で
を
標
準

と
す
る
こ
と
。 



六　

道
路
は
、
袋
路
状
で
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
道
路
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
場
合
又
は
他
の
道
路
と
接
続
が
予
定
さ
れ
、
避
難
上
若
し
く
は
車
両
の
通

行
上
支
障
が
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

イ　

道
路
有
効
幅
員
が
六
メ
ー
ト
ル
未
満
、
延
長
が
三
十
五
メ
ー
ト
ル
以
下
の
道

路 

ロ　

道
路
有
効
幅
員
が
六
メ
ー
ト
ル
以
上
、
延
長
が
五
十
メ
ー
ト
ル
以
下
の
道
路 

ハ　

道
路
有
効
幅
員
が
六
メ
ー
ト
ル
未
満
、
延
長
が
七
十
メ
ー
ト
ル
以
下
の
道
路

で
、
か
つ
、
終
端
及
び
延
長
三
十
五
メ
ー
ト
ル
以
内
ご
と
に
半
径
六
メ
ー
ト
ル

以
上
の
回
転
広
場
又
は
Ｔ
字
型
道
路
（
道
路
有
効
幅
員
は
四
メ
ー
ト
ル
以
上
と

し
、
延
長
は
五
メ
ー
ト
ル
以
上
十
五
メ
ー
ト
ル
以
下
と
す
る
こ
と
。
以
下
こ
の

号
の
十
字
型
及
び
Ｔ
字
型
道
路
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
設
け
た
道
路 

ニ　

道
路
有
効
幅
員
が
六
メ
ー
ト
ル
以
上
、
延
長
が
百
メ
ー
ト
ル
以
下
の
道
路
で
、

か
つ
、
五
十
メ
ー
ト
ル
前
後
の
場
所
に
十
字
型
又
は
Ｔ
字
型
道
路
を
設
け
た
道

路 

ホ　

道
路
有
効
幅
員
が
六
メ
ー
ト
ル
以
上
の
道
路
で
、
か
つ
、
終
端
に
ロ
字
型
道

路
（
ロ
字
型
に
類
す
る
型
の
道
路
を
含
む
。
）
を
設
け
た
道
路
。
た
だ
し
、
当
該

延
長
が
七
十
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
場
合
は
、
五
十
メ
ー
ト
ル
以
内
ご
と
に
十
字

型
又
は
Ｔ
字
型
道
路
を
設
け
た
道
路
に
限
る
。 

七　

十
字
型
及
び
Ｔ
字
型
道
路
の
道
路
有
効
幅
員
は
、
四
メ
ー
ト
ル
以
上
と
し
、
延

長
は
、
五
メ
ー
ト
ル
以
上
十
五
メ
ー
ト
ル
以
下
と
す
る
こ
と
。 

（
幅
員
構
成
） 

第
五
条　

道
路
の
幅
員
構
成
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

一　

道
路
幅
員
、
道
路
有
効
幅
員
、
歩
道
幅
員
及
び
車
道
幅
員
は
、
次
に
掲
げ
る
区

分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
図
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

 



  
イ　

ス
リ
ッ
ト
側
溝
を
設
け
た
道
路 

                      

道 路 幅 員

350 ㎜

車 道 の み の 場 合  

（ 道 路 幅 員 ６ ． ０ ｍ 未 満 の 場 合 ）

車 道 の み の 場 合  

（ 道 路 幅 員 ６ ． ０ ｍ 以 上 の 場 合 ）

境 界 線

350 ㎜

歩 道 設 置 の 場 合

道 路 有 効 幅 員

車 道 幅 員歩 道 幅 員

道 路 幅 員

道 路 有 効 幅 員

境 界 線
道 路 幅 員

道 路 有 効 幅 員 350 ㎜

境 界 線

道 路 有 効 幅 員

350 ㎜

境 界 線

道 路 幅 員

350 ㎜

高 低 差 が 発 生 す る 場 合

350 ㎜

境 界 線 境 界 線



 

 
ロ　

現
場
打
ち
側
溝
を
設
け
た
道
路 

 

         

 

二　

道
路
有
効
幅
員
が
十
メ
ー
ト
ル
以
上
の
場
合
は
、
原
則
と
し
て
歩
車
道
を
分
離

し
、
歩
道
幅
員
及
び
車
道
幅
員
は
、
次
の
表
を
標
準
と
す
る
。 

         

 十
六
メ
ー
ト
ル
以
上

十
二
メ
ー
ト
ル
以
上

十
一
メ
ー
ト
ル
以
上

十
メ
ー
ト
ル
以
上

道
路
有
効
幅
員

 三
・
五
メ
ー
ト
ル
以
上 

二
箇
所

二
・
五
メ
ー
ト
ル
以
上 

二
箇
所

二
・
〇
メ
ー
ト
ル
以
上 

二
箇
所

二
・
五
メ
ー
ト
ル
以
上 

一
箇
所

歩
道
幅
員
及
び
箇
所
数

 九
メ
ー
ト
ル
以
上

七
メ
ー
ト
ル
以
上

七
メ
ー
ト
ル
以
上

七
・
五
メ
ー
ト
ル
以
上

車
道
幅
員



 
（
縦
断
勾
配
） 

第
六
条　

道
路
の
縦
断
勾
配
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

一　

縦
断
勾
配
は
、
九
パ
ー
セ
ン
ト
を
限
度
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
地
形
上
や
む

を
得
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
五
十
メ
ー
ト
ル
以
内
の
区
間
に
限
り
十
二
パ
ー
セ

ン
ト
ま
で
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
接
続
道
路
を
設
置
し

て
は
な
ら
な
い
。 

二　

縦
断
勾
配
が
変
移
す
る
箇
所
に
は
、
必
要
な
縦
断
曲
線
を
設
け
る
こ
と
。 

三　

主
要
道
路
が
他
の
道
路
と
接
続
す
る
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
主
要
道
路
の
縦

断
勾
配
を
二
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
と
す
る
こ
と
。 

（
横
断
勾
配
） 

第
七
条　

道
路
に
片
勾
配
を
付
す
る
場
合
を
除
き
、
舗
装
路
面
の
横
断
勾
配
は
、
車
道

に
つ
い
て
は
一
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
二
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
の
凸
曲
線
、
歩
道

に
つ
い
て
は
二
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
と
す
る
こ
と
。 

（
交
差
部
等
） 

第
八
条　

道
路
が
同
一
平
面
で
交
差
し
、
若
し
く
は
接
続
す
る
箇
所
又
は
道
路
の
曲
が

り
角
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

一　

交
差
し
、
及
び
接
続
す
る
箇
所
は
、
直
角
又
は
直
角
に
近
い
角
度
に
す
る
こ
と
。 

二　

著
し
い
屈
曲
部
に
は
、
道
路
を
交
差
し
、
又
は
接
続
し
て
は
な
ら
な
い
。 

三　

交
差
部
等
（
交
差
又
は
接
続
に
よ
り
生
じ
る
内
角
が
百
二
十
度
以
上
の
場
合
を

除
く
。
）
に
は
、
次
の
表
に
掲
げ
る
隅
切
り
長
（
角
地
の
隅
角
部
を
頂
点
と
す
る
二

等
辺
三
角
形
の
等
辺
の
長
さ
を
い
う
。
）
又
は
せ
ん
除
長
（
角
地
の
隅
角
部
を
頂
点

と
す
る
二
等
辺
三
角
形
の
底
辺
の
長
さ
を
い
う
。
）
を
満
た
し
た
隅
切
り
を
設
け
る

こ
と
。
た
だ
し
、
周
囲
の
状
況
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
両
側
に
隅
切

り
を
設
け
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
せ
ん
除
長
を
隅
切
り
長
に



読
み
替
え
て
片
側
だ
け
に
隅
切
り
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

                      

（
屈
曲
部
） 

 備
考 

　

一　

交
差
又
は
接
続
に
よ
り
生
じ
る
内
角
が
六
十
度
以
下
の
と
き
は
、
せ
ん

除
長
を
設
け
る
こ
と
。 

　

二　

（
）
内
は
、
せ
ん
除
長
を
い
う
。 

　

三　

少
な
く
と
も
一
方
の
道
路
の
道
路
有
効
幅
員
が
四
メ
ー
ト
ル
未
満
の

交
差
部
等
に
お
い
て
、
地
形
の
状
況
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
表
を
満
た
し

た
隅
切
り
を
設
け
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
あ
っ
て
は
、
道
路
管
理
者
と

の
協
議
に
よ
り
隅
切
り
長
又
は
せ
ん
除
長
を
決
定
す
る
こ
と
。

道路有効幅員 道
路
有
効
幅
員
の
組
合
せ
に
よ
る
隅
切
り
長
及
び
せ
ん
除
長 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
単
位　

メ
ー
ト
ル
）

 
十
二 

以
上

十
以
上

八
以
上

六
以
上

四
以
上

四
未
満

 
二 

（
三
）

二 

（
三
）

二 

（
三
）

二 

（
三
）

四
未
満

道
路
有
効
幅
員

 
二 

（
三
）

二 

（
三
）

二 

（
三
）

二 
（
三
）

四
以
上

 

三 

（
四
・
五
）

三 

（
四
・
五
）

三 

（
四
・
五
）

三 

（
四
・
五
）

二 
（
三
）

二 

（
三
）

六
以
上

 
四 

（
六
）

四 

（
六
）

四 

（
六
）

三 

（
四
・
五
）

二 

（
三
）

二 

（
三
）

八
以
上

 
六 

（
九
）

四 

（
六
）

四 
（
六
）

三 

（
四
・
五
）

 

十
以
上

 
六 

（
九
）

六 
（
九
）

四 

（
六
）

三 

（
四
・
五
）

十
二
以
上



第
九
条　

道
路
の
屈
曲
部
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

一　

屈
曲
部
に
は
、
原
則
と
し
て
曲
線
部
及
び
車
両
の
走
行
を
円
滑
に
す
る
た
め
の

緩
和
区
間
を
設
け
る
こ
と
。 

二　

曲
線
部
に
は
、
必
要
な
曲
線
半
径
で
地
形
の
状
況
等
を
勘
案
し
、
六
パ
ー
セ
ン

ト
以
下
で
適
切
な
値
の
片
勾
配
を
付
す
る
こ
と
。 

（
橋
り
ょ
う
） 

第
十
条　

橋
り
ょ
う
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

一　

橋
り
ょ
う
は
、
設
計
自
動
車
荷
重
を
二
十
五
ト
ン
フ
ォ
ー
ス
と
す
る
。 

二　

橋
り
ょ
う
の
構
造
は
、
鋼
構
造
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る

構
造
と
し
、
交
通
の
状
況
及
び
地
形
、
地
質
、
気
象
そ
の
他
の
状
況
を
勘
案
し
て

十
分
に
安
全
な
も
の
と
す
る
こ
と
。 

三　

橋
り
ょ
う
は
、
河
川
等
の
管
理
に
支
障
と
な
ら
な
い
よ
う
、
架
設
す
る
も
の
と

し
、
改
修
計
画
の
あ
る
河
川
等
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
改
修
計
画
に
適
合
す
る
も
の

と
す
る
こ
と
。 

四　

橋
り
ょ
う
の
設
計
に
当
た
っ
て
は
、
大
型
車
の
通
行
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、

Ｂ
活
荷
重
と
し
、
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
、
Ａ
活
荷
重
と
す
る
。 

（
舗
装
） 

第
十
一
条　

道
路
の
舗
装
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

　

一　

舗
装
は
、
原
則
と
し
て
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
と
す
る
こ
と
。 

二　

車
道
の
舗
装
厚
は
、
歩
車
道
分
離
の
車
道
に
あ
っ
て
は
表
層
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
及

び
基
層
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
各
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
、
そ
の
他
の
車
道
に
あ
っ

て
は
表
層
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
し
、
適
切
な
路
盤
を
設

け
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
舗
装
厚
の
決
定
は
、
路
床
土
の
強
度
特
性
等

に
よ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 

三　

歩
道
の
舗
装
厚
は
、
表
層
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
し
、



路
盤
は
、
粒
度
調
整
砕
石
を
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、

車
両
乗
入
部
に
つ
い
て
は
、
車
道
の
舗
装
厚
と
す
る
こ
と
。 

四　

縦
断
勾
配
が
九
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
と
な
る
場
合
は
、
滑
り
止
め
の
舗
装
と
す
る

こ
と
。 

（
排
水
施
設
） 

第
十
二
条　

道
路
に
は
、
原
則
と
し
て
両
側
に
側
溝
、
街
渠
、
集
水
ま
す
そ
の
他
の
適

き
ょ

当
な
排
水
施
設
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。 

（
構
造
） 

第
十
三
条　

擁
壁
、
排
水
施
設
等
の
構
造
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ

れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
表
及
び
図
を
標
準
と
す
る
。 

一　

擁
壁
（
単
位
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
） 

　

 

備
考 

１：ｎ

400

100 100 100 100

基礎材 基礎材

基礎コンクリート

Ｈ

200 200

100

Ｈ



一　

擁
壁
に
つ
い
て
は
、
重
力
式
擁
壁
又
は
Ｌ
型
擁
壁
を
標
準
と
し
、
詳
細
に

つ
い
て
は
道
路
管
理
者
と
協
議
を
す
る
こ
と
。 

二　

擁
壁
背
面
の
水
抜
き
は
、
水
抜
き
パ
イ
プ
（
内
径
五
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
程

度
）
を
二
平
方
メ
ー
ト
ル
か
ら
三
平
方
メ
ー
ト
ル
ま
で
に
一
箇
所
設
け
、
鉛

直
方
向
目
地
の
間
隔
は
、
十
メ
ー
ト
ル
以
下
と
す
る
こ
と
。 

三　

周
囲
の
状
況
等
に
よ
り
他
の
形
式
又
は
形
状
の
擁
壁
と
す
る
場
合
は
、
市

長
の
指
示
す
る
設
計
条
件
等
に
よ
る
こ
と
。 

四　

宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
九
十
一

号
）
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
宅
地
造
成
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
道

路
管
理
者
と
別
途
協
議
す
る
こ
と
。 

二　

側
溝
（
単
位
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
） 

イ　

ス
リ
ッ
ト
側
溝
（
自
由
勾
配
型
等
） 

          

備
考 一　

側
溝
の
構
造
は
、
ス
リ
ッ
ト
側
溝
を
標
準
と
す
る
。
た
だ
し
、
地
形
の

状
況
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
ロ
に
掲

滑り止め加工

インバート

2％2％

300

300

基礎砕石

20

100

敷モルタル

100100

側溝幅 
350

道路面



げ
る
現
場
打
ち
側
溝
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

二　

側
溝
蓋
の
規
格
は
、
Ｔ
―
二
十
五
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
道
路
有
効

幅
員
が
六
メ
ー
ト
ル
未
満
の
道
路
に
あ
っ
て
は
、
規
格
を
Ｔ
―
十
四
と
す

る
こ
と
が
で
き
る
。 

ロ　

現
場
打
ち
側
溝 

           

備
考 一　

流
水
断
面
は
、
幅
、
深
さ
と
も
に
三
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
し
、
流

量
計
算
の
上
決
定
す
る
こ
と
。 

二　

伸
縮
目
地
は
、
十
メ
ー
ト
ル
以
内
の
間
隔
で
設
け
る
こ
と
。 

三　

横
断
側
溝
蓋
は
、
ボ
ル
ト
止
め
受
枠
付
き
騒
音
防
止
用
の
グ
レ
ー
チ
ン

グ
と
し
、
規
格
は
Ｔ
―
二
十
五
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
道
路
有
効
幅
員

六
メ
ー
ト
ル
未
満
の
道
路
に
あ
っ
て
は
、
規
格
を
Ｔ
―
十
四
と
す
る
こ
と

が
で
き
る
。 

三　

集
水
ま
す
（
単
位
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
） 

100

300 
側溝幅

1:0.3

180180

300

150

150 基礎材

930

横断側溝の場合

道路面

1:0.3

道路面

100

ボルト固定式 
グレーチング

300

100

300 

側溝幅

1:0.3

180150

150

150 基礎材

765

道路面



イ　

ス
リ
ッ
ト
側
溝
（
自
由
勾
配
型
等
） 

 

　
　
　

          

備
考　

集
水
ま
す
は
、
原
則
と
し
て
三
十
メ
ー
ト
ル
以
内
の
間
隔
で
設
置
し
、

交
差
点
部
に
は
必
ず
設
置
す
る
こ
と
。 

ロ　

現
場
打
ち
側
溝 

         

備
考　

集
水
ま
す
は
、
原
則
と
し
て
三
十
メ
ー
ト
ル
以
内
の
間
隔
で
設
置
し
、

平面図

.

基礎砕石 敷モルタル

断面図

インバート

ボルト固定式 
グレーチング

断面図

800 
～ 

1000

150

150

100 100
側溝全幅

基礎材

500

150

150

側溝全幅

平面図



交
差
点
部
に
は
必
ず
設
置
す
る
こ
と
。 

四　

街
渠
（
単
位
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
） 

き
ょ

 

備
考 一　

伸
縮
目
地
は
、
十
メ
ー
ト
ル
以
内
の
間
隔
で
設
け
る
こ
と
。 

二　

排
水
施
設
を
設
け
る
場
合
は
、
管
渠
又
は
箱
型
管
渠
と
し
、
流
水
断
面
は

き
ょ

き
ょ

三
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
を
確
保
す
る
こ
と
。 

三　

施
工
方
法
は
、
現
場
打
ち
で
行
う
こ
と
と
し
、
二
次
製
品
の
使
用
に
つ
い

120

2%

150

500 180

6%

6%～2%

150

一般部 歩道切り下げ部
180500500 180

100 基礎材
120～140

140
100 基礎材

すりつけ部

150

100 基礎材



て
は
、
別
途
協
議
し
、
道
路
管
理
者
の
承
諾
を
得
る
こ
と
。 

五　

街
渠
ま
す
（
単
位
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
） 

き
ょ

 

備
考　

街
渠
ま
す
は
、
原
則
と
し
て
三
十
メ
ー
ト
ル
以
内
の
間
隔
で
設
置
し
、
交

き
ょ

差
点
に
は
必
ず
設
置
す
る
こ
と
。 

六　

植
樹
帯
等
（
単
位
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
） 

        

100

150

150

基礎材

1000

150

500

100 100

860 1000

150

500

100 400 180

150 360 150

180

180度開閉式
グレーチング

500 150150

800
～

基礎材

100 800

R=150
目地は５㎜とする

150

15

15

100
10

150

210

300 1000

490

300

200

1000

1000

30 30



 
備
考　

植
樹
帯
に
高
木
を
植
栽
す
る
場
合
は
、
防
根
シ
ー
ト
を
施
す
こ
と
。 

七　

歩
道
の
切
下
げ 

イ　

歩
道
幅
員
が
三
・
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
の
場
合 

                     

i≦15%以下 i≦15%以下

民地側

歩道部分

W

ｉ≦15%以下

区画線　W=15㎝
2m以上

2cm
2cm

3m以上



 
ロ　

歩
道
幅
員
が
三
・
〇
メ
ー
ト
ル
未
満
の
場
合 

             

ハ　

切
下
げ
部
の
境
界
ブ
ロ
ッ
ク
（
単
位
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
） 

         

i≦5%以下 i≦5%以下

区画線　W=15㎝

2cm
2cm

歩道部分

民地側

W

3m未満

Aｓ

基礎コンクリート

敷モルタル

敷モルタル

100
10

100

100

310

240

20

190

基礎材

20

310

40

70

100

As

30

190100

As

10

差し筋
50

50

50

100

As

290

190

基礎コンクリート

基礎材



 

備
考 一　

歩
道
切
下
げ
部
の
幅
（
Ｗ
）
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

             

二
歩
道
巻
込
部
の
半
径
（
Ｒ
）
は
、
一
メ
ー
ト
ル
を
標
準
と
す
る
。 

三　

同
一
敷
地
内
に
お
い
て
、
歩
道
切
下
げ
部
相
互
の
中
心
間
隔
は
、
十
四

メ
ー
ト
ル
以
上
を
原
則
と
す
る
。 

四　

車
道
部
に
取
り
付
け
る
角
度
は
、
直
角
を
原
則
と
し
、
や
む
を
得
な
い

場
合
で
も
四
十
五
度
以
下
と
し
て
は
な
ら
な
い
。 

五　

次
に
掲
げ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
切
下
げ
を
し
て
は
な
ら

な
い
。 

イ　

横
断
歩
道
の
中
及
び
交
差
点
の
前
後
五
メ
ー
ト
ル
以
内 

ロ　

横
断
歩
道
橋
の
昇
降
口
又
は
地
下
横
断
歩
道
の
前
後
五
メ
ー
ト
ル
以

 備
考 一　

原
則
、
右
記
の
と
お
り
と
し
、
工
場
、
倉
庫
、
ガ
ソ
リ
ン
給
油
所

等
で
大
型
車
両
の
出
入
り
が
予
想
さ
れ
る
場
所
に
お
い
て
は
、
道
路

管
理
者
と
協
議
の
上
、
例
外
と
し
て
、
車
両
の
軌
跡
等
に
よ
り
決
定

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
工
場
、
倉
庫
及
び
ガ
ソ
リ
ン
給
油
所

以
外
の
用
途
の
と
き
は
、
大
型
車
両
の
出
入
り
が
あ
る
こ
と
を
証
明

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

二　

一
戸
建
て
専
用
住
宅
の
出
入
口
は
、
四
・
〇
メ
ー
ト
ル
以
下
を
標

準
と
す
る
。

車
両
出
入
口
の
幅

 六
・
〇
メ
ー
ト
ル
以
下

出
入
口
一
箇
所
の
場
合

 四
・
〇
メ
ー
ト
ル
以
下

出
入
口
二
箇
所
の
場
合



内 

ハ　

バ
ス
停
留
所
施
設
箇
所 

ニ　

信
号
機
、
道
路
照
明
柱
、
道
路
標
識
柱
等
の
施
設
を
撤
去
し
、
又
は

移
設
を
必
要
と
す
る
箇
所
。
た
だ
し
、
当
該
施
設
の
管
理
者
が
撤
去
し
、

又
は
移
設
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
場
合
を
除
く
。 

ホ　

民
地
側
に
車
両
を
保
管
す
る
場
所
の
な
い
箇
所 

ヘ　

イ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
道
路
管
理
上
又
は
交
通
安

全
上
支
障
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
箇
所 

（
占
用
） 

第
十
四
条　

道
路
の
占
用
は
、
箕
面
市
道
路
占
用
基
準
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

第
十
五
条　

削
除 

第
三
章　

公
園 

（
施
設
） 

第
十
六
条　

公
園
施
設
は
、
次
の
表
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。 

           



                   

備
考 一　

都
市
公
園
の
移
動
等
円
滑
化
整
備
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
及
び
都
市
公
園
に
お

け
る
遊
具
の
安
全
確
保
に
関
す
る
指
針
に
配
慮
し
て
計
画
し
、
及
び
整
備
す

る
こ
と
。 

二　

植
栽
は
、
樹
形
及
び
植
樹
間
隔
に
配
慮
し
て
計
画
す
る
こ
と
。 

三　

高
木
の
植
栽
位
置
に
つ
い
て
は
、
枝
葉
が
隣
接
地
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ

 藤

棚

又

は

日
よ
け

ベ
ン
チ

水
飲
み
栓

散
水
栓

照
明
灯

園
名
板

遊
具
施
設

植
栽

　

  
面
積 

 

施
設
名

 
　

二
以
上

　
一
以
上

一
以
上

一
以
上

二
以
上

公
園
面
積
の
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上

九
十
平
方
メ
ー
ト

ル
以
上
三
百
平
方

メ
ー
ト
ル
未
満

 別
途
協
議
の
上
決

定
す
る
。

三
以
上

一
以
上

一
以
上

一
以
上

一
以
上

三
以
上

三
百
平
方
メ
ー
ト

ル
以
上
千
平
方
メ

ー
ト
ル
未
満

 都

市

計

画

公

園

に

準

じ

た

内
容
と
し
、
別

途

協

議

の

上

決
定
す
る
。

千

平

方

メ

ー

ト
ル
以
上



う
配
慮
し
、
高
木
に
は
樹
名
板
を
取
り
付
け
る
こ
と
。 

四　

植
栽
地
は
、
土
壌
改
良
材
等
を
使
用
す
る
こ
と
。 

五　

遊
具
は
、
導
線
の
交
錯
な
ど
を
配
慮
し
、
十
分
な
安
全
領
域
を
確
保
し
て

配
置
す
る
こ
と
。 

六　

照
明
灯
は
、
原
則
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
（
公
園
内
に
お
い
て
、
三
ル
ク
ス
以
上
の
照

度
又
は
周
辺
環
境
へ
の
配
慮
を
要
す
る
等
の
理
由
に
よ
り
市
長
と
別
途
協

議
を
し
て
決
定
し
た
照
度
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
限
る
。
）
と
し
、

支
柱
は
ア
ル
ミ
テ
ー
パ
ー
ポ
ー
ル
と
す
る
こ
と
。 

七　

水
散
水
栓
は
キ
ー
式
十
三
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
付
き
と
す
る

こ
と
。 

八　

広
場
は
真
砂
土
舗
装
（
仕
上
げ
厚
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
と
し
、
必
要

に
応
じ
て
透
水
管
を
埋
設
す
る
こ
と
。 

九　

フ
ェ
ン
ス
は
、
メ
ッ
キ
処
理
済
の
パ
イ
プ
フ
ェ
ン
ス
、
メ
ッ
シ
ュ
フ
ェ
ン

ス
又
は
ネ
ッ
ト
フ
ェ
ン
ス
を
使
用
す
る
こ
と
。 

（
位
置
及
び
形
状
） 

第
十
七
条　

公
園
の
位
置
及
び
形
状
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

一　

公
園
は
、
建
設
行
為
区
域
内
の
中
央
付
近
に
設
置
し
、
傾
斜
地
、
低
湿
地
そ
の

他
利
用
に
障
害
及
び
危
険
と
な
る
場
所
を
避
け
る
こ
と
。 

二　

公
園
の
形
状
は
、
公
園
施
設
が
有
効
に
配
置
で
き
る
よ
う
公
園
面
積
の
七
十
パ

ー
セ
ン
ト
以
上
を
平
坦
地
と
す
る
こ
と
。 

三　

公
園
の
出
入
口
は
、
す
べ
て
公
道
に
接
し
て
い
る
も
の
と
し
、
千
平
方
メ
ー
ト

ル
以
上
の
規
模
と
な
る
公
園
に
あ
っ
て
は
、
二
箇
所
以
上
の
出
入
口
を
設
け
る
こ

と
。 

四　

公
園
の
入
口
等
は
、
原
則
と
し
て
階
段
と
し
な
い
こ
と
。 

五　

土
地
境
界
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
擁
壁
、
石
積
等
の
工
作
物
又
は
明
確
な
地
形
若



し
く
は
地
物
に
よ
り
仕
切
り
、
要
所
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
境
界
杭
を
設
置
す
る
こ
と
。 

 
第
四
章　

下
水
道　

 
第
一
節　

総
則 

（
築
造
等
） 

第
十
八
条　

下
水
道
の
築
造
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

一　

下
水
の
排
除
方
式
は
、
分
流
式
と
す
る
。 

二　

下
水
道
施
設
は
、
維
持
管
理
が
容
易
で
、
か
つ
、
管
理
者
を
明
確
に
す
る
こ
と
。 

三　

汚
水
管
渠
は
暗
渠
と
し
、
雨
水
管
渠
は
原
則
と
し
て
開
渠
と
す
る
こ
と
。 

き
ょ

き
ょ

き
ょ

き
ょ

四　

下
水
道
施
設
は
、
管
渠
内
に
沈
殿
物
が
堆
積
し
な
い
適
切
な
流
速
を
確
保
す
る

き
ょ

た
い

こ
と
。 

五　

下
水
の
排
水
は
、
自
然
流
下
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
や
む
を
得
な
い
場
合
は
、

ポ
ン
プ
排
水
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
添
付
図
面
） 

第
十
九
条　

下
水
道
施
設
の
築
造
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
図
面
等
（
括
弧
内
は
縮

尺
）
を
添
付
す
る
も
の
と
す
る
。 

一　

平
面
図
（
二
百
五
十
分
の
一
又
は
三
百
分
の
一
） 

二　

縦
断
図
（
縦
百
分
の
一
、
横
二
百
五
十
分
の
一
又
は
三
百
分
の
一
） 

三　

横
断
図
（
百
分
の
一
） 

四　

構
造
図 

五　

吐
口
箇
所
図 

六　

下
水
道
接
続
箇
所
図 

七　

流
域
図 

八　

流
量
計
算
書 

九　

地
下
埋
設
物
調
査
図 



十　

そ
の
他
必
要
と
さ
れ
る
図
書 

第
二
節　

下
水
設
備 

（
汚
水
管
等
） 

第
二
十
条　

汚
水
管
等
の
設
置
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

一　

最
小
管
径
は
、
二
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
と
す
る
こ
と
。 

二　

汚
水
管
の
断
面
は
、
計
画
汚
水
量
（
八
百
五
十
リ
ッ
ト
ル
／
日
・
人
）
の
二
倍

を
処
理
で
き
る
こ
と
。 

三　

汚
水
管
の
勾
配
は
、
や
む
を
得
な
い
場
合
を
除
き
百
分
の
一
以
上
と
す
る
こ
と
。 

（
雨
水
の
処
理
） 

第
二
十
一
条　

計
画
雨
水
量
は
、
原
則
と
し
て
次
の
表
に
よ
り
算
出
す
る
も
の
と
す
る
。 

           

２　

暗
渠
の
最
小
管
径
は
、
二
百
五
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。 

き
ょ

３　

管
渠
の
断
面
は
、
開
渠
に
あ
っ
て
は
計
画
雨
水
量
の
一
・
二
倍
又
は
余
裕
高
三
十

き
ょ

き
ょ

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
小
さ
い
ほ
う
と
し
、
暗
渠
に
あ
っ
て
は
計
画
雨
水
量
の

き
ょ

一
・
二
倍
と
し
、
流
速
は
、
毎
秒
一
メ
ー
ト
ル
か
ら
一
・
八
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。 

 

Ｑ　＝
１

×Ｃ×Ｉ×Ａ
 ３６０

  

　Ｑ：雨水流出量（㎥／sec）  

　Ｃ：流出係数  

　Ｉ：時間当たり降雨量（９０mm／hour） 

　Ａ：集水面積（ha）



（
流
量
の
計
算
） 

第
二
十
二
条　

管
渠
の
流
量
計
算
は
、
マ
ニ
ン
グ
式
又
は
ク
ッ
タ
ー
式
を
用
い
る
も
の

き
ょ

と
す
る
。 

（
管
渠
） 

き
ょ

第
二
十
三
条　

管
渠
の
設
置
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

き
ょ

一　

二
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
汚
水
管
は
、
硬
質
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
管
（
Ｊ
Ｓ
Ｗ
Ａ
Ｓ 

Ｋ

‐
一
）
又
は
同
等
以
上
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

二　

二
百
五
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
汚
水
管
、
雨
水
管
は
、
遠
心
力
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
管
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ 

Ａ 

五
三
七
二
）
又
は
同
等
以
上
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

三　

管
渠
の
接
合
方
法
は
、
管
頂
接
合
又
は
管
中
心
接
合
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、

き
ょ

勾
配
が
急
な
場
合
に
あ
っ
て
は
、
段
差
接
合
又
は
階
段
接
合
と
す
る
こ
と
が
で
き

る
。 

四　

地
盤
が
軟
弱
な
場
合
又
は
管
渠
に
働
く
外
圧
が
大
き
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
砂

き
ょ

利
基
盤
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
基
盤
等
の
有
効
な
基
礎
を
設
け
る
こ
と
。 

五　

管
渠
の
最
小
土
被
り
は
、
原
則
と
し
て
一
・
二
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。 

き
ょ

（
マ
ン
ホ
ー
ル
） 

第
二
十
四
条　

暗
渠
構
造
で
マ
ン
ホ
ー
ル
を
設
け
る
箇
所
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す

き
ょ

る
。 

一　

管
渠
の
起
点
、
方
向
、
勾
配
及
び
断
面
が
変
化
す
る
箇
所
、
落
差
を
生
ず
る
箇

き
ょ

所
又
は
管
渠
が
会
合
す
る
箇
所 

き
ょ

二　

管
渠
の
長
さ
が
そ
の
内
径
又
は
内
法
幅
の
百
二
十
倍
を
超
え
な
い
範
囲
に
お
い

き
ょ

の
り

て
、
管
渠
の
維
持
管
理
上
必
要
な
箇
所 

き
ょ

２　

マ
ン
ホ
ー
ル
の
形
状
及
び
構
造
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一　

形
状　

次
の
表
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

 



 

 

            

　

 

　

    

二　

構
造　

次
に
掲
げ
る
図
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

イ　

一
号
マ
ン
ホ
ー
ル
基
準
構
造
図 

    

 備
考　

足
掛
金
物
は
、
イ
ン
バ
ー
ト
の
天
端
よ
り
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ま 

　

で
設
置
す
る
こ
と
。

三

号

マ

ン

ホ
ー
ル

二

号

マ

ン

ホ
ー
ル

一

号

マ

ン

ホ
ー
ル

名
称

 内

径

千

五

百

ミ

リ

メ

ー

ト

ル
円
形

内

径

千

二

百

ミ

リ

メ

ー

ト

ル
円
形

内

径

九

百

ミ

リ

メ

ー

ト

ル

円
形

形
状
寸
法

 内
径
千
二
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
管
の
中

間
点
及
び
内
径
八
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
下
の

管
の
接
合
点

内
径
九
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
管
の
中
間

点
及
び
内
径
六
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
管

の
接
合
点

管
の
起
点
及
び
六
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
下
の

管
の
中
間
点
並
び
に
内
径
四
百
五
十
ミ
リ
メ

ー
ト
ル
ま
で
の
管
の
接
合
点

用
途



                      

　
　

備
考　

マ
ン
ホ
ー
ル
の
構
造
を
組
立
式
と
し
た
と
き
は
、
基
準
構
造
図
と
同
等

以
上
の
耐
久
力
を
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

ロ　

二
号
マ
ン
ホ
ー
ル
基
準
構
造
図 

蓋
蓋

く



                     ハ　

三
号
マ
ン
ホ
ー
ル
基
準
構
造
図 

   

蓋

く



                    

三　

汚
水
管
の
落
差
が
六
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
場
合
は
、
次
の
図
に
基
づ
く

副
管
付
マ
ン
ホ
ー
ル
と
し
、
次
の
図
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

蓋

蓋



 

          

四　

雨
水
管
渠
の
落
差
は
、
原
則
と
し
て
六
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
未
満
と
す
る
。
た

き
ょ

だ
し
、
六
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
な
る
場
合
は
、
底
部
に
石
張
り
等
を
設
置



し
、
次
の
図
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

                

備
考　

マ
ン
ホ
ー
ル
の
構
造
を
組
立
式
と
し
た
と
き
は
、
基
準
構
造
図
と
同
等

以
上
の
耐
久
力
を
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
） 

第
二
十
五
条　

マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
は
、
内
径
六
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
鉄
製

で
軽
車
道
用
と
し
、
次
の
図
の
い
ず
れ
か
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
国
道
、

府
道
、
都
市
計
画
道
路
等
の
主
要
な
道
路
に
お
い
て
は
、
重
車
道
用
と
す
る
。 

  



                         

蓋の表面模様  

Ｔ－１４  

呼び６００



                       ２　

マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た
は
、
箕
面
市
型
で
、
雨
水
管
渠
に
あ
っ
て
は
雨
水
用
、
汚
水
管

き
ょ

に
あ
っ
て
は
汚
水
用
と
す
る
。 

ガス穴ナシガス穴アリ

蓋の表面模様  

Ｔ－２５  

呼び６００  

 



（
イ
ン
バ
ー
ト
） 

第
二
十
六
条　

汚
水
の
円
滑
な
流
下
を
図
る
た
め
、
管
渠
の
接
合
の
状
況
に
よ
り
、
次

き
ょ

の
図
の
イ
ン
バ
ー
ト
を
設
置
す
る
も
の
と
す
る
。 

                     

（
取
付
管
） 



　

（
取
付
管
） 

第
二
十
七
条　

雨
水
の
取
付
管
の
設
置
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

一　

取
付
場
所
は
、
マ
ン
ホ
ー
ル
と
し
、
取
付
位
置
は
、
落
差
が
六
十
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
の
位
置
ま
で
の
範
囲
と
す
る
こ
と
。 

二　

取
付
管
数
は
、
原
則
と
し
て
二
本
以
内
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
や
む
を
得
ず

三
本
以
上
を
取
り
付
け
る
場
合
は
、
マ
ン
ホ
ー
ル
の
構
造
が
そ
れ
に
対
応
で
き
る

も
の
で
あ
る
こ
と
。 

三　

取
付
管
は
、
硬
質
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
管
（
Ｊ
Ｓ
Ｗ
Ａ
Ｓ 

Ｋ
‐
一
）
又
は
同
等
以

上
の
も
の
で
、
内
径
二
百
五
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。 

２　

汚
水
の
取
付
管
の
設
置
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

一　

取
付
場
所
は
、
本
管
又
は
マ
ン
ホ
ー
ル
と
し
、
取
付
位
置
は
、
本
管
に
あ
っ
て

は
中
心
線
よ
り
上
方
と
し
、
マ
ン
ホ
ー
ル
に
あ
っ
て
は
原
則
と
し
て
イ
ン
バ
ー
ト

の
天
端
と
す
る
。 

二　

マ
ン
ホ
ー
ル
に
お
け
る
取
付
管
の
本
数
は
、
二
本
以
内
と
す
る
こ
と
。 

三　

取
付
管
は
、
硬
質
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
管
（
Ｊ
Ｓ
Ｗ
Ａ
Ｓ 

Ｋ
‐
一
）
又
は
同
等
以

上
の
も
の
で
、
内
径
百
五
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。 

四　

本
管
に
お
け
る
取
付
管
の
設
置
間
隔
は
、
原
則
と
し
て
一
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す

る
こ
と
。 

（
公
共
ま
す
） 

第
二
十
八
条　

公
共
ま
す
の
設
置
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す 

る
。 

一　

公
共
ま
す
は
、
原
則
と
し
て
各
戸
敷
地
内
の
道
路
に
近
接
し
た
場
所
（
概
ね
一

メ
ー
ト
ル
以
内
）
に
設
置
す
る
こ
と
。 

二　

公
共
ま
す
の
底
部
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
は
イ
ン
バ
ー
ト
構
造
と
す
る
こ

と
。 



２　

公
共
ま
す
の
形
状
及
び
構
造
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一　

形
状　

次
の
表
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

 

                      

 備
考　

車
両
が
通
過
す
る
場
所
に
あ
っ
て
は
、
密
閉
型
鉄
ふ
た
（
塩
化
ビ
ニ

ー
ル
製
公
共
ま
す
は
、
防
護
ハ
ッ
ト
が
付
い
て
い
る
も
の
）
と
す
る
こ
と
。

内
径
九
百
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
円
形
（
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
）

内
径
六
百
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
円
形
（
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
）

内
径
四
百
五
十
ミ
リ
メ

ー
ト
ル
円
形
（
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
製
）

内
径
三
百
五
十
ミ
リ
メ

ー
ト
ル
円
形
（
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
製
）

内
径
二
百
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
円
形
（
塩
化
ビ
ニ
ー

ル
製
）

形
状
寸
法

 二
百
五
十
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
以
下

二
百
五
十
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
以
下

二
百
五
十
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
以
下

二
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

以
下

百
五
十
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
以
下

取
付
管
の
内
径

 百
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

以
上

百
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

未
満

百
二
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

未
満

九
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以

下 九
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以

下 ま
す
の
深
さ



　

二　

構
造　

次
の
と
お
り
と
す
る
。 

　
　

イ　

箕
面
市
型
公
共
ま
す
（
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
製
）
内
径
二
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル 

　
　
　
　

次
の
図
の
と
お
り
と
す
る
。 

                      



ロ　

箕
面
市
型
公
共
ま
す
（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
）
内
径
九
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

第
二
十
四
条
第
二
項
第
二
号
イ
の
一
号
マ
ン
ホ
ー
ル
基
準
構
造
図
と
同
じ
と
す

る
。 第

三
節　

排
水
設
備 

（
管
渠
） 

き
ょ

第
二
十
九
条　

管
渠
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
管
、
硬
質
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
管
等
と
す
る
。 

き
ょ

２　

排
除
方
法
は
、
雨
水
と
汚
水
（
し
尿
汚
水
及
び
雑
排
水
を
い
う
。
）
と
を
分
離
し
て

排
除
す
る
分
流
式
と
す
る
。 

３　

管
渠
の
内
径
、
排
水
面
積
又
は
排
水
人
口
及
び
勾
配
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

き
ょ

一　

雨
水
管　

次
の
表
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

 備
考 一　

一
部
の
雨
水
を
排
除
す
る
た
め
の
枝
管
で
、
延
長
が
三
メ
ー
ト
ル
未

満
の
も
の
は
、
内
径
七
十
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
雨
水
管
を
用
い
る
こ
と

が
で
き
る
。 

二　

排
水
面
積
が
千
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
に
つ
い
て
は
、
雨
水
計
算

で
決
定
す
る
。

二
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上

百
五
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上 

二
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
未
満

百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上 

百
五
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
未
満

内
径

 千

二

百

平

方

メ

ー

ト

ル

未
満

六

百

平

方

メ

ー

ト

ル

未

満 二

百

平

方

メ

ー

ト

ル

未

満 排
水
面
積

 八
十
分
の
一
以

上 七
十
分
の
一
以

上 五
十
分
の
一
以

上 勾
配



二　

汚
水
管　

次
の
表
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

（
ト
ラ
ッ
プ
） 

第
三
十
条　

汚
水
排
水
管
に
は
、
臭
気
及
び
衛
生
害
虫
防
止
の
た
め
原
則
と
し
て
器
具

ト
ラ
ッ
プ
を
設
置
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
衛
生
器
具
等
に
ト
ラ
ッ
プ
の
取
付

け
が
困
難
な
場
合
は
、
ト
ラ
ッ
プ
付
ま
す
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２　

ト
イ
レ
の
汚
水
排
水
管
は
、
ト
ラ
ッ
プ
付
ま
す
の
ト
ラ
ッ
プ
部
に
は
接
続
し
て
は

な
ら
な
い
も
の
と
す
る
。 

３　

汚
水
排
水
管
は
、
二
重
ト
ラ
ッ
プ
に
し
な
い
も
の
と
す
る
。 

（
ま
す
の
設
置
位
置
等
） 

第
三
十
一
条　

ま
す
の
設
置
位
置
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
と
す
る
。 

一　

管
渠
の
起
点
、
終
点
、
合
流
点
、
屈
曲
点
等 

き
ょ

 備
考　

一
部
の
汚
水
を
排
除
す
る
た
め
の
枝
管
で
、
延
長
が
三
メ
ー
ト
ル
未
満　
　

の
も
の
は
、
内
径
七
十
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
汚
水
管
を
用
い
る
こ
と
が
で
き

る
。

二
百
五
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上

二
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上 

二
百
五
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
未
満

百
五
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上 

二
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
未
満

百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上 

百
五
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
未
満

内
径

 汚
水
量
計
算
に
よ
り
求

め
た
人
口

六
百
人
未
満

三
百
人
未
満

百
五
十
人
未
満

排
水
人
口

 百
分
の
一
以
上

八
十
分
の
一
以

上 七
十
分
の
一
以

上 五
十
分
の
一
以

上 勾
配



二　

管
渠
の
内
径
又
は
管
種
が
異
な
る
箇
所 

き
ょ

三　

管
渠
の
長
さ
が
そ
の
内
径
の
百
二
十
倍
を
超
え
な
い
範
囲 

き
ょ

２　

雨
水
ま
す
は
、
原
則
と
し
て
浸
透
式
ま
す
と
す
る
。 

３　

ま
す
の
内
径
又
は
内
法
幅
と
ま
す
の
深
さ
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

の
り

一　

雨
水
ま
す　

次
の
表
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

   

 九
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上

六
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上 

九
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
未
満

四
百
五
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上 

六
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
未
満

三
百
五
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上 

四
百
五
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
未
満

百
五
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上 

三
百
五
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
未
満

ま
す
の
内
径
又
は
内
法
幅

の
り

 五
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上

五
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上 

二
百
五
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

以
下

五
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上 

三
百
五
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

以
下

五
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上 

二
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
下

五
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上 

二
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
下

連
結
管
の
内
径

 百
五
十
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル

以
上

百
五
十
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル

未
満

百
二
十
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル

未
満

九
十
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
以

下 七
十
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
以

下 ま
す
の
深
さ



 
二　

汚
水
ま
す　

次
の
表
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

（
ポ
ン
プ
施
設
） 

第
三
十
二
条　

排
水
施
設
に
地
形
上
ポ
ン
プ
施
設
が
必
要
な
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
と

こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

一　

無
人
運
転
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
設
備
で
あ
る
こ
と
。 

 備
考　

イ
ン
バ
ー
ト
を
設
け
、
蓋
は
密
閉
型
鉄
蓋
と
す
る
。

九
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上

六
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上 

九
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
未
満

四
百
五
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上 

六
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
未
満

三
百
五
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上 

四
百
五
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
未
満

百
二
十
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上 

三
百
五
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
未
満

ま
す
の
内
径
又
は
内
法
幅

の
り

 五
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上

五
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上 

二
百
五
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

以
下

五
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上 

二
百
五
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

以
下

五
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上 

二
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
下

五
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上 

二
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
下

連
結
管
の
内
径

 百
五
十
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル

以
上

百
五
十
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル

未
満

百
二
十
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル

未
満

九
十
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
以

下 八
十
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
以

下 ま
す
の
深
さ



二　

ポ
ン
プ
は
二
台
と
し
、
自
動
交
互
運
転
及
び
単
独
運
転
が
で
き
る
こ
と
。 

三　

故
障
、
停
電
そ
の
他
非
常
の
場
合
に
対
処
で
き
る
こ
と
。 

四　

臭
気
及
び
騒
音
の
防
止
に
留
意
す
る
こ
と
。 

五　

地
下
室
の
場
合
は
、
室
内
の
換
気
及
び
排
水
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
設
備
と
す

る
こ
と
。 

六　

ポ
ン
プ
制
御
盤
等
の
設
置
用
地
は
、
広
く
確
保
し
、
必
要
に
応
じ
て
危
険
防
止

柵
を
設
け
る
こ
と
。 

第
五
章　

河
川
等 

（
河
川
の
整
備
） 

第
三
十
三
条　

河
川
等
の
整
備
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

一　

河
道
は
、
原
則
と
し
て
掘
込
式
と
す
る
こ
と
。 

二　

計
画
河
床
は
、
現
況
河
床
よ
り
低
く
し
、
勾
配
は
、
流
下
能
力
に
よ
り
決
定
す

る
こ
と
。 

三　

流
出
係
数
は
、
原
則
と
し
て
〇
・
八
以
上
と
す
る
こ
と
。 

四　

構
造
は
、
石
積
み
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
擁
壁
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
又

は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
組
立
土
止
め
と
す
る
こ
と
。 

五　

連
石
積
又
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
擁
壁
と
す
る
場
合
は
、
水
抜
孔
を
標
準
以
上
に
設

け
る
こ
と
。 

六　

計
画
高
水
位
に
対
し
、
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
余
裕
高
を
と
る
こ
と
。 

（
添
付
図
面
） 

第
三
十
四
条　

河
川
等
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
図
面
等
（
括
弧
内
は
縮

尺
）
を
添
付
す
る
も
の
と
す
る
。 

一　

平
面
図
（
二
百
五
十
分
の
一
又
は
三
百
分
の
一
） 

二　

縦
断
図
（
縦
百
分
の
一
、
横
二
百
五
十
分
の
一
又
は
三
百
分
の
一
） 

三　

横
断
図
（
百
分
の
一
） 



四　

構
造
図 

五　

流
域
図 

六　

流
量
計
算
書 

七　

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
市
長
が
必
要
と
認
め
る
図
面 

（
計
画
高
水
流
量
） 

第
三
十
五
条　

計
画
高
水
流
量
は
、
次
の
表
に
よ
り
算
出
す
る
も
の
と
す
る
。 

             

（
流
量
の
計
算
） 

第
三
十
六
条　

計
画
断
面
の
設
定
に
当
た
っ
て
は
、
マ
ニ
ン
グ
の
式
を
用
い
る
も
の
と

す
る
。 

（
沈
砂
池
） 

第
三
十
七
条　

沈
砂
池
は
、
工
事
中
及
び
工
事
完
成
後
の
土
砂
流
出
に
対
し
、
十
分
な

容
量
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

Ｑ　＝
１

×Ｃ×Ｉ×Ａ…（合理式）
 ３６０

  

　Ｑ：計画高水流量（㎥／sec）  

　Ｃ：流出係数　０．８以上  

　Ｉ：時間当たり降雨量（mm／hr）  

　Ａ：流域面積（ha）



（
遊
水
池
） 

第
三
十
八
条　

遊
水
池
の
規
模
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。 

一　

遊
水
池
の
容
量
は
、
原
則
と
し
て
次
の
表
に
よ
り
算
出
す
る
こ
と
。 

           

二　

採
択
計
画
洪
水
雨
量
は
、
五
時
間
の
継
続
降
雨
と
し
、
時
間
当
た
り
の
降
雨
量

は
、
各
時
間
ご
と
に
十
七
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
二
十
八
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
九
十
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
、
二
十
八
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
及
び
十
二
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
、
総
雨
量
は
、

百
七
十
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
と
す
る
こ
と
。 

三　

流
出
係
数
は
、
工
事
前
に
あ
っ
て
は
〇
・
七
、
工
事
後
に
あ
っ
て
は
〇
・
九
と

す
る
こ
と
。 

四　

遊
水
池
は
、
洪
水
調
整
を
効
果
的
に
行
う
た
め
、
原
則
と
し
て
時
間
当
た
り
最

大
降
雨
量
三
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
五
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
及
び
六
十
五
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
に
対
応
す
る
三
段
式
オ
リ
フ
ィ
ス
を
設
置
す
る
こ
と
。 

五　

越
流
式
の
余
水
吐
を
設
置
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
放
流
口
断
面
は
、
時
間
当
た

り
降
雨
量
九
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
放
流
係
数
一
・
〇
に
よ
り
計
算
す
る
こ
と
。 

  

Ｖ＝１０Ｒ・Ａ・（ｆ２－ｆ１）×１．２  

 

　　Ｖ　：遊水池の容量（ｍ3）  

　　Ｒ　：計画雨量＝１７５（ｍｍ）  

　　Ａ　：流域面積（ｈａ）  

　　ｆ１：開発前の流出係数＝０．７  

　　ｆ２：開発後の流出係数＝０．９



六　

法
面
は
、
護
岸
等
に
よ
っ
て
保
護
し
、
外
周
に
は
原
則
と
し
て
、
高
さ
一
・
八

の
り

メ
ー
ト
ル
以
上
の
進
入
防
止
柵
等
を
設
置
す
る
こ
と
。 

第
六
章　

消
防
水
利
施
設
等 

（
設
置
場
所
） 

第
三
十
九
条　

消
防
水
利
施
設
は
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
が
二
台
以
上
容
易
に
接
近
で

き
る
水
平
な
場
所
に
設
置
す
る
も
の
と
す
る
。 

２　

防
火
水
槽
用
地
（
消
防
帰
属
）
に
防
火
水
槽
を
設
置
す
る
場
合
は
、
原
則
と
し
て
、

民
地
と
の
境
界
か
ら
防
火
水
槽
本
体
ま
で
二
メ
ー
ト
ル
以
上
の
作
業
用
空
地
を
確
保

す
る
も
の
と
す
る
。 

（
消
火
栓
の
規
格
及
び
構
造
） 

第
四
十
条　

消
火
栓
の
規
格
及
び
構
造
は
、
原
則
と
し
て
、
次
の
図
に
よ
る
も
の
と
す

る
。 

            

備
考 

（
単
位
ミ
リ
メ
ー

ト
ル

）

レジンコンク
リートブロック

スピンドル

栓　室

カップリング

３５０±５０

路　面

鉄ふた



一　

構
造
は
、
呼
称
六
十
五
の
口
径
を
有
す
る
地
下
式
と
し
、
原
則
と
し
て
、
百

五
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
水
道
管
に
設
け
る
こ
と
。 

二　

栓
室
は
、
レ
ジ
ン
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
積
と
す
る
こ
と
。 

三　

指
定
の
鉄
ふ
た
を
設
置
し
、
路
面
と
の
段
差
が
な
い
こ
と
。 

（
防
火
水
槽
の
規
格
及
び
構
造
） 

第
四
十
一
条　

防
火
水
槽
の
規
格
及
び
構
造
は
、
次
の
各
号
及
び
次
の
図
に
よ
る
も
の

と
す
る
。 

一　

防
火
水
槽
の
規
格
は
、
現
場
打
ち
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
又
は
二
次
製
品
の
検

定
品
と
し
、
容
量
は
四
十
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
。 

二　

地
下
埋
設
式
と
し
、
水
槽
底
の
深
さ
は
、
地
上
よ
り
四
メ
ー
ト
ル
以
内
で
漏
水

防
止
が
完
全
で
あ
る
こ
と
。 

三　

原
則
と
し
て
、
一
槽
式
と
し
、
ふ
た
及
び
底
を
有
し
、
直
径
六
十
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
以
上
の
吸
管
投
入
孔
を
二
箇
所
設
置
し
、
指
定
の
鉄
ふ
た
を
設
置
す
る
こ
と
。 

            



               

備
考 一　

空
間
容
積
は
、
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
確
保
す
る
こ
と
。 

二　

止
水
板
は
、
二
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。 

三　

ピ
ッ
ト
の
大
き
さ
は
、
一
辺
又
は
直
径
は
六
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
し
、

深
さ
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。 

四　

必
要
に
応
じ
て
、
安
全
柵
を
設
け
、
消
防
隊
専
用
の
出
入
口
を
設
置
す
る
こ

と
。 

（
消
防
水
利
施
設
の
標
示
） 

第
四
十
二
条　

防
火
水
槽
等
の
標
示
は
、
次
の
図
に
よ
る
も
の
と
し
、
消
火
栓
及
び
防

火
水
槽
の
鉄
ふ
た
に
黄
色
塗
料
を
塗
布
す
る
こ
と
。 

（
単
位
ミ
リ
メ

ー
ト
ル

）

基礎ぐり
（１５０以上）

駆体厚
（２５０以上）

防水モルタル
（３０以上）

タラップ

止水板
(200以上)

６００
以上

　ピット

５００
以上

吸管投入孔

安全柵

１，５００

４，０００
　　以下

空間容積（１０％）水位線



　
　

 

備
考
　

標
識
は
、
防
火
水
槽
等
か
ら
五
メ
ー
ト
ル
以
内
に
設
置
す
る
こ
と
。　



 

備
考 一　

路
面
標
示
は
、
原
則
と
し
て
、
車
路
等
に
設
け
る
こ
と
。 

二　

文
字
は
、
四
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
角
と
す
る
こ
と
。 

三　

路
面
標
示
の
色
は
、
白
色
又
は
黄
色
（
道
路
上
に
設
け
る
場
合
は
白
色
に
限

る
。
）
に
よ
る
こ
と
。 

（
消
防
活
動
空
地
等
） 

第
四
十
三
条　

消
防
活
動
空
地
等
と
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。 

一　

は
し
ご
車
等
の
進
入
路
（
以
下
「
進
入
路
」
と
い
う
。
） 

二　

は
し
ご
車
等
の
消
防
活
動
空
地
（
以
下
「
活
動
空
地
」
と
い
う
。
） 

三　

消
火
活
動
上
必
要
な
施
設 

四　

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
消
防
活
動
及
び
避
難
上
必
要
と
す
る
消
防
用

施
設
（
以
下
「
消
防
用
施
設
」
と
い
う
。
） 

（単位ミリメートル）

マンホール マンホール駐車禁止

６００

６００

６００

６００



　

（
進
入
路
） 

第
四
十
四
条　

進
入
路
は
、
は
し
ご
車
等
が
容
易
に
走
行
で
き
る
幅
員
を
確
保
す
る
も

の
と
す
る
。 

２　

進
入
路
又
は
汚
水
桝
等
の
構
造
物
は
、
次
条
第
一
項
の
表
の
活
動
空
地
の
耐
圧
の

区
別
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

（
活
動
空
地
） 

第
四
十
五
条　

活
動
空
地
は
、
は
し
ご
車
等
の
活
動
に
必
要
な
専
用
空
地
及
び
そ
の
空

間
と
し
、
そ
の
規
模
等
は
、
次
の
表
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。 

                 



                       

２　

活
動
空
地
の
勾
配
は
、
原
則
と
し
て
、
三
パ
ー
セ
ン
ト
以
内
と
す
る
。 

３　

活
動
空
地
は
、
常
時
、
は
し
ご
車
等
の
活
動
に
使
用
可
能
な
状
態
を
維
持
す
る
も

 は

し

ご

車
等

車　

両　

種　

別

 四

十

メ

ー

ト

ル

級 十

五

メ

ー

ト

ル

級

 五

階

建

て

以

上

の

建

築

物

又

は

架

梯

最

高

高

さ

が

十

五

メ

ー

ト

ル

以

上

の

建

築

物
（
一
戸
建
て
専

用

住

宅

を

除

く
。
）

三

階

建

て

又

は

四

階

建

て

の

建

築
物
で
あ
り
、
か

つ
、
架
梯
最
高
高

さ

が

十

五

メ

ー

ト

ル

未

満

の

も

の
（
一
戸
建
て
専

用

住

宅

を

除

く
。
） 

建
築
物
の
規
模 

 建
築
物
と
空
地
ま
で

の
距
離
は
十
メ
ー
ト

ル
以
内
と
し
、
活
動
空

地
は
車
両
が
容
易
に

設
置
可
能
な
前
後
方

向
に
十
二
メ
ー
ト
ル

以
上
、
全
幅
六
メ
ー
ト

ル
以
上
と
す
る
。

建
築
物
と
空
地
ま
で

の
距
離
は
五
メ
ー
ト

ル
以
内
と
し
、
活
動
空

地
は
車
両
が
容
易
に

設
置
可
能
な
前
後
方

向
に
九
メ
ー
ト
ル
以

上
、
全
幅
五
メ
ー
ト
ル

以
上
と
す
る
。

活
動
空
地
の
規
模 

 二

十

ト
ン

十

四

ト
ン

耐
圧



の
と
す
る
。 

４　

活
動
空
地
か
ら
建
築
物
ま
で
の
空
間
に
は
、
は
し
ご
車
等
の
活
動
上
障
害
と
な
る

植
木
、
工
作
物
及
び
庇
等
を
設
け
な
い
も
の
と
す
る
。 

（
消
火
活
動
上
必
要
な
施
設
） 

第
四
十
六
条　

斜
面
地
を
利
用
し
た
建
築
物
（
一
戸
建
て
専
用
住
宅
を
除
く
）
に
あ
っ

て
は
、
連
結
送
水
管
を
設
置
す
る
も
の
と
す
る
。 

（
消
防
用
施
設
） 

第
四
十
七
条　

三
以
上
の
階
を
有
す
る
建
築
物
等
（
一
戸
建
て
専
用
住
宅
を
除
く
）
は
、

避
難
器
具
等
の
消
防
用
施
設
を
設
置
す
る
も
の
と
す
る
。 

　

（
消
防
本
部
と
の
協
議
） 

第
四
十
七
条
の
二　

第
三
十
九
条
か
ら
前
条
ま
で
に
定
め
る
事
項
に
係
る
詳
細
に
関
す

る
事
項
に
つ
い
て
は
、
別
途
消
防
本
部
と
協
議
す
る
も
の
と
す
る
。 

第
七
章　

集
会
所
（
施
設
） 

（
定
義
） 

第
四
十
八
条　

こ
の
要
綱
に
お
い
て
、
「
集
会
所
（
施
設
）
」
と
は
、
規
則
第
四
条
で
規

定
す
る
集
会
所
で
あ
っ
て
、
不
特
定
多
数
の
利
用
者
が
地
域
の
福
祉
の
向
上
に
資
す

る
た
め
に
利
用
し
、
事
業
者
が
設
置
す
る
施
設
を
い
う
。 

（
設
置
基
準
） 

第
四
十
九
条　

設
置
し
よ
う
と
す
る
集
会
所
（
施
設
）
は
、
条
例
、
建
築
基
準
法
（
昭

和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
、
大
阪
府
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
（
平
成
四
年
大

阪
府
条
例
第
三
十
六
号
。
以
下
「
府
条
例
」
と
い
う
。
）
に
適
合
し
、
か
つ
、
次
の
基

準
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

一　

集
会
所
（
施
設
）
の
建
築
延
面
積
は
、
規
則
別
表
第
三
に
定
め
る
建
設
基
準
に

よ
る
も
の
と
す
る
。 

二　

外
観
等
は
、
箕
面
市
都
市
景
観
条
例
（
平
成
十
九
年
箕
面
市
条
例
第
三
十
五
号
）



等
の
景
観
に
関
す
る
諸
規
定
に
適
合
し
、
周
辺
と
調
和
の
と
れ
た
も
の
と
す
る
。 

三　

建
物
は
平
屋
建
て
を
原
則
と
し
、
維
持
管
理
し
や
す
い
構
造
で
あ
る
こ
と
。 

四　

集
会
所
（
施
設
）
の
設
計
計
画
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
附
属
施
設
又
は
設
備
を

設
置
す
る
こ
と
。 

イ　

集
会
室
（
広
間
、
和
式
又
は
洋
式
）
、
予
備
室 

ロ　

湯
沸
設
備
及
び
給
排
水
設
備 

ハ　

ト
イ
レ
（
男
女
別
、
身
障
者
用
） 

ニ　

冷
暖
房
設
備
（
室
外
機
に
つ
い
て
は
、
排
気
及
び
騒
音
が
近
隣
に
及
ば
な
い 

よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。
） 

ホ　

外
灯
及
び
玄
関
灯 

ヘ　

植
栽 

　
　

ト　

駐
車
場
、
自
転
車
駐
輪
場
（
設
置
に
つ
い
て
は
、
規
則
に
定
め
る
建
設
基
準

に
よ
る
こ
と
。
） 

　
　

チ　

机
、
い
す
、
室
内
照
明
器
具
そ
の
他
の
集
会
所
（
施
設
）
と
し
て
必
要
な
備 

　
　
　

品 

　
　

リ　

建
物
の
周
囲
の
目
隠
し
フ
ェ
ン
ス
等
に
よ
る
遮
音
又
は
遮
光
の
た
め
の
設
備 

（
設
置
費
用
） 

第
五
十
条　

集
会
所
（
施
設
）
の
設
置
に
係
る
費
用
は
、
事
業
者
が
負
担
す
る
も
の
と

す
る
。 

（
維
持
管
理
） 

第
五
十
一
条　

集
会
所
（
施
設
）
の
維
持
管
理
は
、
開
発
区
域
等
に
自
治
会
が
結
成
さ

れ
、
当
該
自
治
会
に
維
持
管
理
が
引
き
継
が
れ
る
ま
で
の
間
は
、
設
置
し
た
事
業
者

が
行
い
、
そ
の
経
費
を
負
担
す
る
も
の
と
す
る
。 

（
そ
の
他
） 

第
五
十
二
条　

第
四
十
八
条
か
ら
前
条
ま
で
に
定
め
る
事
項
の
ほ
か
、
集
会
所
（
施
設
）



の
設
置
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
市
と
設
置
主
体
の
事
業
者
の
双
方
が
協
議
の
上
、

取
り
決
め
る
こ
と
と
す
る
。　
　

 
第
八
章　

交
通
安
全
施
設 

（
防
護
柵
） 

第
五
十
三
条　

防
護
柵
は
、
周
囲
の
状
況
等
を
勘
案
の
上
、
次
に
掲
げ
る
箇
所
に
設
置

す
る
も
の
と
す
る
。　

 

一　

道
路
面
と
路
外
と
の
落
差
が
一
メ
ー
ト
ル
以
上
あ
る
箇
所 

二　

道
路
に
近
接
し
て
河
川
、
水
路
、
池
沼
等
が
あ
る
箇
所 

三　

交
差
点
、
曲
線
部
、
バ
ス
停
留
所
付
近
等
の
危
険
な
箇
所 

四　

歩
行
者
の
安
全
確
保
、
車
両
の
転
落
防
止
等
の
た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
箇　
　
　

所 

（
区
画
線
） 

第
五
十
四
条　

区
画
線
は
、
安
全
で
円
滑
な
交
通
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
ら

れ
る
車
道
の
中
央
又
は
路
側
に
設
置
す
る
も
の
と
す
る
。 

（
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
） 

第
五
十
五
条　

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
は
、
次
の
表
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
他
の
車
両
歩

行
者
等
を
確
認
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
箇
所
に
設
置
す
る
も
の
と
す
る
。

た
だ
し
、
道
路
管
理
上
又
は
交
通
安
全
上
支
障
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
こ

の
限
り
で
な
い
。 

      

 ミ
ラ
ー
の
直
径

 六
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

道
路
有
効
幅
員
が
六
メ

ー
ト
ル
未
満
の
交
差
点

又
は
曲
線
部

 八
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

道
路
有
効
幅
員
が
六
メ
ー

ト
ル
以
上
の
交
差
点
又
は

曲
線
部



備
考 

　

一　

道
路
有
効
幅
員
の
異
な
る
道
路
が
交
差
す
る
場
合
は
、
最
も
広
い
道
路
に
必

要
と
な
る
ミ
ラ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
。 

二　

Ｇ
Ｌ
か
ら
百
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
ポ
ー
ル
部
分
に
は
、
防
錆
処
理
を
施

す
こ
と
。 

（
道
路
照
明
灯
） 

第
五
十
六
条　

道
路
照
明
灯
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
て
設

置
す
る
も
の
と
す
る
。 

一　

主
要
道
路
で
連
続
し
て
設
置
す
る
場
合
は
、
次
の
表
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

二　

交
差
点
、
横
断
歩
道
、
橋
り
ょ
う
、
公
共
施
設
（
道
路
を
除
く
。
）
付
近
等
で
局
部

的
に
設
置
す
る
場
合
は
、
次
の
表
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

       

 十
二
メ
ー
ト
ル
以
上

十

メ

ー

ト

ル

以

上　

十
二
メ
ー
ト
ル
未
満

十
メ
ー
ト
ル
未
満

道
路
有
効
幅
員

 水
銀
灯
三
百
ワ
ッ
ト
相
当
以
上

水
銀
灯
二
百
ワ
ッ
ト
相
当
以
上

水
銀
灯
百
ワ
ッ
ト
相
当
以
上

照
度

 四
十
メ
ー
ト
ル

二
十
五
メ
ー
ト
ル

設
置
間
隔

 十
二
メ
ー
ト
ル
以
上

十

メ

ー

ト

ル

以

上　
　

十
二
メ
ー
ト
ル
未
満

十
メ
ー
ト
ル
未
満

道
路
有
効
幅
員

 水
銀
灯
三
百
ワ
ッ
ト
相
当
以
上

水
銀
灯
二
百
ワ
ッ
ト
相
当
以
上

水
銀
灯
百
ワ
ッ
ト
相
当
以
上

照
度



（
交
差
点
標
示
） 

第
五
十
七
条　

道
路
有
効
幅
員
六
メ
ー
ト
ル
以
下
の
道
路
で
、
優
先
順
位
が
不
明
確
、

見
通
し
が
悪
い
等
の
理
由
に
よ
り
交
通
事
故
の
お
そ
れ
が
あ
る
交
差
点
に
は
、
交
差

点
標
示
を
設
置
す
る
も
の
と
す
る
。 

第
九
章　

ご
み
集
積
設
備 

第
五
十
八
条　

削
除 

第
五
十
九
条　

削
除 

第
六
十
条　

削
除 

第
六
十
一
条　

削
除 

（
共
同
住
宅
の
ご
み
集
積
設
備
） 

第
六
十
二
条　

共
同
住
宅
の
ご
み
集
積
設
備
は
、
次
表
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の

と
す
る
。 

一　

床
及
び
壁
の
材
料
、
色
彩
等
は
、
周
囲
の
景
観
及
び
環
境
に
配
慮
す
る
こ
と
。 

二　

壁
の
高
さ
は
、
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。 

三　

屋
根
及
び
扉
を
設
置
す
る
場
合
は
、
扉
を
閉
め
た
時
に
密
閉
と
な
ら
な
い

構
造
と
し
、
入
口
の
開
口
幅
及
び
高
さ
は
二
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と 

四　

建
設
棟
数
が
複
数
の
場
合
は
、
排
出
経
路
を
考
慮
し
設
置
箇
所
数
を
ま
と
め

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
の
有
効
面
積
は
、
規
則
別
表
第
六
に
規
定
す
る

基
準
内
容
に
準
じ
て
算
出
す
る
も
の
と
す
る
。 

２　

共
同
住
宅
の
ご
み
集
積
設
備
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
場
合

は
、
公
道
に
面
さ
な
い
位
置
に
設
置
す
る
事
が
で
き
る
。 

一　

収
集
作
業
が
容
易
に
で
き
る
場
所
で
あ
る
こ
と
。 

二　

収
集
車
が
通
り
抜
け
で
き
る
敷
地
内
通
路
又
は
転
回
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
集

積
設
備
ま
で
安
全
に
後
退
で
き
る
敷
地
内
通
路
に
接
し
て
い
る
場
所
で
あ
る

こ
と
。 



三　

通
路
及
び
転
回
ス
ペ
ー
ス
が
収
集
車
両
の
重
量
に
耐
え
う
る
構
造
で
あ
る

こ
と
。 

（
戸
建
住
宅
の
ご
み
集
積
設
備
） 

第
六
十
三
条　

戸
建
住
宅
（
計
画
戸
数
が
五
戸
以
上
の
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に

お
い
て
同
じ
。
）
の
ご
み
集
積
設
備
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

一　

床
及
び
壁
の
材
料
、
色
彩
等
は
、
周
囲
の
景
観
及
び
環
境
に
配
慮
す
る
こ
と
。 

二　

壁
の
高
さ
は
、
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。 

三　

近
隣
住
民
へ
の
配
慮
、
近
隣
住
民
か
ら
の
要
望
、
害
獣
等
に
よ
る
ご
み
の
散

乱
防
止
の
た
め
の
対
策
を
講
じ
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
事
前
に
関
係
課
と
調
整

を
行
う
こ
と
。 

　

２　

計
画
戸
数
が
二
十
戸
未
満
の
戸
建
住
宅
の
ご
み
集
積
設
備
で
次
の
各
号
の
い
ず

れ
に
も
該
当
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
市
の
収
集
計
画
に
支
障
が
な
い
と
市
長
が
特

に
認
め
る
場
合
は
、
規
則
別
表
第
六
に
規
定
す
る
設
置
数
を
減
じ
、
又
は
免
ず
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。 

一　

収
集
作
業
が
容
易
に
で
き
る
場
所
で
あ
る
こ
と
。 

二　

収
集
車
が
通
り
抜
け
で
き
る
道
路
（
道
路
法
上
の
道
路
及
び
建
築
基
準
法
第

四
十
二
条
に
規
定
す
る
道
路
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
、
収
集
車
の
転
回
ス
ペ
ー

ス
が
あ
る
道
路
又
は
集
積
設
備
ま
で
安
全
に
後
退
で
き
る
道
路
に
接
し
て
い

る
場
所
で
あ
る
こ
と
。 

三　

道
路
及
び
転
回
ス
ペ
ー
ス
が
収
集
車
両
の
重
量
に
耐
え
う
る
構
造
で
あ
る

こ
と
。 

３　

前
項
の
規
定
に
よ
り
ご
み
集
積
設
備
の
設
置
数
を
減
じ
、
又
は
免
ぜ
ら
れ
た
場

合
は
、
収
集
担
当
課
と
調
整
し
、
ご
み
排
出
位
置
を
指
定
し
、
又
は
各
戸
敷
地
内

に
排
出
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

第
十
章　

緑
化 



（
植
栽
） 

第
六
十
四
条　

植
栽
す
る
樹
木
は
、
次
の
表
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

２　

樹
木
の
本
数
は
、
原
則
と
し
て
、
十
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
高
木
一
本
、
中
木

一
本
、
低
木
十
本
以
上
と
す
る
。 

 

                 

第
十
一
章　

福
祉
の
ま
ち
整
備 

（
建
築
物
等
の
整
備
） 

第
六
十
五
条　

福
祉
の
ま
ち
整
備
に
関
す
る
事
項
に
係
る
建
設
基
準
が
適
用
さ
れ
る
建

 備
考　

植
栽
時
に
お
け
る
木
の
大
き
さ
は
、
高
木
に
あ
っ
て
は
幹
周
り

〇
・　

一
メ
ー
ト
ル
以
上
、
高
さ
三
メ
ー
ト
ル
以
上
、
中
木
に
あ
っ
て

は
高
さ
一
・
五
メ
ー
ト
ル
以
上
三
メ
ー
ト
ル
未
満
、
低
木
に
あ
っ
て
は

高
さ
〇
・
四
メ
ー
ト
ル
程
度
の
も
の
と
す
る
。

低
木

中
木

高
木

種
別

 ク
チ
ナ
シ
、
サ
ツ
キ
、
シ
ャ
リ
ン
バ
イ
、
ジ
ン
チ
ョ
ウ
ゲ
、
ツ
ツ

ジ
、
ト
ベ
ラ
、
ア
ジ
サ
イ
、
ア
ベ
リ
ア
、
コ
デ
マ
リ
、
ド
ウ
ダ
ン

ツ
ツ
ジ
、
ボ
ケ
、
レ
ン
ギ
ョ
ウ
、
ユ
キ
ヤ
ナ
ギ
等

ア
オ
キ
、
ア
セ
ビ
、
イ
ヌ
ツ
ゲ
、
マ
サ
キ
、
モ
ク
セ
イ
、
ヤ
ツ
デ
、

サ
ン
ゴ
ジ
ュ
、
オ
ト
メ
ツ
バ
キ
、
カ
ナ
メ
モ
チ
、
ト
ウ
ネ
ズ
ミ
モ

チ
等

イ
チ
ョ
ウ
、
シ
イ
、
カ
シ
、
ク
ス
ノ
キ
、
ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ
、
タ
イ

サ
ン
ボ
ク
、
ヤ
マ
モ
モ
、
エ
ノ
キ
、
ケ
ヤ
キ
、
コ
ブ
シ
、
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
、
ト
ウ
カ
エ
デ
、
ユ
リ
ノ
キ
、
ヤ
エ
ザ
ク
ラ
、
イ
ロ
ハ
モ

ミ
ジ
等

樹
種



築
物
の
都
市
施
設
は
、
府
条
例
第
三
章
の
建
築
物
特
定
施
設
の
整
備
基
準
を
準
用
す

る
。 

第
十
二
章　

雑
則 

（
境
界
標
） 

第
六
十
六
条　

公
共
施
設
と
の
境
界
に
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
境
界
標
を
設

置
す
る
も
の
と
す
る
。 

一　

道
路
等
で
構
造
物
に
設
置
す
る
場
合
（
単
位
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
） 

                  

50 50

φ8

道　界

箕 面 市

50

10

40



備
考　

標
板
の
材
質
は
、
ア
ル
ミ
製
と
す
る
こ
と
。 

二　

公
園
敷
等
で
直
接
地
面
に
設
置
す
る
場
合
（
単
位
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
） 

   　
　

九
十
ミ
リ
角　
　
　
　
　

九
十
ミ
リ
角　
　
　
　
　

九
十
ミ
リ
角 

   

C
o.　

　

 h=600 

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

砕
石
・
モ
ル
タ
ル 

　
　
　
　
　
　
　

h=150 

 

備
考　

敷
地
の
状
況
に
応
じ
、
標
柱
の
形
状
の
拡
大
等
市
長
の
指
示
に
従
う
こ
と
。 

（
施
設
の
移
管
及
び
敷
地
の
帰
属
） 

第
六
十
七
条　

施
行
者
は
、
市
に
移
管
す
る
施
設
又
は
帰
属
す
る
敷
地
が
あ
る
場
合
に

あ
っ
て
は
、
建
設
行
為
完
了
後
速
や
か
に
市
長
が
指
示
す
る
移
管
又
は
帰
属
に
必
要

な
書
類
を
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
市
長
と
の
協
議
に
よ
り
管
理
方
法
等

に
つ
い
て
別
の
定
め
を
行
な
っ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

２　

建
設
行
為
区
域
の
面
積
が
三
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
建
設
行
為
に
あ
っ
て
は
、

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
し
た
地
形
図
を
提

出
す
る
も
の
と
す
る
。 

一　

公
共
測
量
又
は
基
本
測
量
の
成
果
等
を
利
用
し
、
基
準
点
、
水
準
点
等
に
基
づ

き
実
測
さ
れ
て
い
る
こ
と
。 



二　

縮
尺
は
五
百
分
の
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。 

三　

公
共
測
量
に
必
要
な
精
度
を
有
し
、
測
量
に
関
す
る
資
格
と
経
験
を
有
す
る
者

が
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

四　

箕
面
市
道
路
台
帳
図
式
に
準
じ
、
地
形
、
構
造
物
、
境
界
、
施
設
名
等
を
明
示

し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

（
授
乳
及
び
お
む
つ
交
換
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
等
） 

第
六
十
八
条　

規
則
別
表
第
十
三
の
３
の
表
に
規
定
す
る
建
築
物
は
、
府
条
例
第
二
十

五
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
リ
ま
で
に
規
定
す
る
建
築
物
と
す
る
。 

（
委
任
） 

第
六
十
九
条　

こ
の
要
綱
で
定
め
の
な
い
事
項
そ
の
他
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
は
、
市

長
の
指
示
に
よ
り
行
な
う
も
の
と
す
る
。 

附　

則 

　

（
施
行
期
日
） 

１　

こ
の
要
綱
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
経
過
措
置
） 

２　

こ
の
要
綱
の
施
行
の
際
、
現
に
改
正
前
の
建
設
行
為
に
関
す
る
施
行
基
準
要
綱
（
以

下
「
旧
要
綱
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
よ
り
協
議
中
の
建
設
行
為
に
つ
い
て
は
、
改
正

後
の
建
設
行
為
に
関
す
る
施
行
基
準
要
綱
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
旧
要
綱
に
基
づ

く
協
議
を
行
な
う
も
の
と
す
る
。 

　
　
　

附　

則
（
平
成
二
十
二
年
箕
面
市
訓
令
第
七
十
八
号
） 

　

こ
の
要
綱
は
、
訓
令
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

　
　
　

附　

則
（
平
成
二
十
二
年
箕
面
市
訓
令
第
八
十
三
号
） 

　

こ
の
要
綱
は
、
平
成
二
十
三
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

　
　
　

附　

則
（
平
成
二
十
六
年
箕
面
市
訓
令
第
二
十
三
号
） 

　

こ
の
要
綱
は
、
訓
令
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 



附　

則
（
令
和
八
年
箕
面
市
訓
令
第
二
十
号
） 

こ
の
要
綱
は
、
訓
令
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

　
　
　

附　

則
（
令
和
八
年
箕
面
市
訓
令
第
百
四
十
七
号
） 

（
施
行
期
日
） 

１　

こ
の
要
綱
は
、
訓
令
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

　

（
経
過
措
置
） 

２　

こ
の
要
綱
の
施
行
の
際
、
現
に
改
正
前
の
建
設
行
為
に
関
す
る
施
行
基
準
要
綱
（
以

下
「
旧
要
綱
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
よ
り
協
議
中
の
建
設
行
為
に
つ
い
て
は
、
改
正

後
の
建
設
行
為
に
関
す
る
施
行
基
準
要
綱
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
旧
要
綱
に
基
づ

く
協
議
を
行
う
も
の
と
す
る
。


